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政策情報学会研究大会－口頭発表に関する規定－ 

 

政策情報学会 大会実行委員会 

 

(1) 研究大会における発表には、「口頭発表」がある。発表内容としては、政策情報学に関係し

た自由論題とする。発表内容は、必ずしも研究大会テーマに準拠する必要は無く、発表者

が直接／間接的に政策情報学に関係していると判断したものを発表することと定める。 

(2) 原則として、口頭発表の申し込みは学会員に限るものとする。ただし、共同発表を行う場

合には、筆頭発表者が学会員であれば良いものとする。また学会員は当年度学会費を納入

済みであること。 

(3) 他学会において既に発表されたもの、ないしは応募中のものを、本学会に対して二重に申

し込むことはできない。 

(4) 使用言語は、日本語または英語とする。それ以外の言語を使用する場合には、事前に大会

実行委員会へ相談すること。 

(5) 口頭発表の希望者は、発表申込書と要旨を本学会大会実行委員担当者宛に提出する。提出

方法は、（a）大会実行委員会担当者への E-Mailによる提出、（b）郵送による提出、の 2種

類がある。なお、研究大会における口頭発表の申し込みの締め切りは、別紙の「政策情報

学会研究大会研究発表の募集について」に定められた時期とする。 

(6) 発表要旨は、A4用紙 1枚以内として、和文の場合は 11ポイント、英文の場合は 10ポイン

ト以上のフォントを用いる。 

(7) 発表要旨は、以下の点に留意して記述する。 

（a） 題目：内容を明快に反映するものとして、出来る限り簡潔なものとする。 

（b） キーワード：研究内容を迅速に示すべく、5～10語句から構成されるものとする。 

（c） 要旨内容：問題の所在、研究の独自性や重要性、主張や論点などを十分に反映させる。 

(8) 提出された発表要旨は、理事会および大会実行委員会において審査される。その結果によ

っては、本学会から発表者に対して、修正やリライトを求めることがある。なお、口頭発

表採択者には、大会実行委員会から予め発表日時を追加し、予稿集に所収される原稿の執

筆を求めるものとする。 

(9) 発表者は、大会実行委員会から指定された期日までに予稿集に所収される原稿を提出する。

なお、予稿集の原稿は、『大会発表予稿集』執筆規定に従って作成する。 

(10) 発表者は、当日、各自の発表直前の休憩時間までに会場の受付に到着の旨、連絡を行うこ

と。 

 

付則 

1. 2012年 7月 6日制定 

2. 2013年 11月 30日改定 

 

 


